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組合立病院◇公立豊岡病院◇公立日高医療センター◇公立出石医療センター◇公立朝来梁瀬医療センター◇公立朝来和田山医療センター

　

去
る
十
月
七
日
（
日
）
に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
「
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」
と
題
し
て
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
地
域
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。（
豊
岡
市
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合
主
催
）

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
医
師
不
足
の
現
状
や
医
療
現
場
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
市
民
・
行
政
・
病
院
・
開
業
医
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
」
こ

と
を
目
的
に
基
調
講
演
や
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
一
七
〇
名
の
市
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
よ
り
良
い
医
療
を
目
指
し
て

　
　

市
民
と
一緒
に
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

〝
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〞を
開
催
し
ま
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
敬
称
略
）

▲市民・行政・病院・開業医がそれぞれの立場で、地域医療に対する様々な意見を
　出し合ったパネルディスカッション（於：豊岡市民プラザ）

▲「命輝かそう但馬の市民　地域医療を守るために」
　と題した基調講演の様子
　　　　　　　　（講師：赤穂市民病院　邉見公雄病院長）

●
竹
内 

地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

何
が
で
き
る
か
。
ま
ず
は
行
政
の
立
場
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

●
中
貝 

医
療
を
守
る
た
め
に
は
医
師
が
地

域
に
定
着
し
て
く
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
非
常
に
忙
し
い
勤
務
医
達
は
、
ひ

た
す
ら
目
の
前
の
患
者
を
診
る
こ
と
に
追
わ

れ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
ま
ま
で

『
豊
岡
市
に
お
け
る

   

地
域
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
る
』
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中貝 宗治
豊岡市長

倉橋 卓男
公立豊岡病院救命救急
センター副センター長

石田 岳史 さん
神戸大学大学院内科学講座
へき地医療学分野准教授

友田 和美 さん

尾松 健太 さん
豊岡市医師会医師

竹内 秀雄
公立豊岡病院院長

邉見 公雄 さん
赤穂市民病院院長

愛
着
が
芽
生
え
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、「
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の

医
療
を
守
っ
て
行
こ
う
よ
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
竹
内　

救
急
医
療
を
守
る
立
場
か
ら
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
倉
橋　

医
師
不
足
や
道
路
整
備
の
進
展

等
で
、
数
年
前
と
比
べ
て
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
が
急
激
に
増
え
医

師
の
負
担
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
う
ち
三
七
％
を
小
児
患
者

が
占
め
ま
す
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
軽
症
で

す
。
子
供
が
軽
症
で
も
親
が
心
配
で
受
診

さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
育
児
の
先
輩
か
ら
意

見
を
聞
く
機
会
が
減
る
な
ど
、
家
庭
看
護

力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の

背
景
に
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
に

も
っ
と
勉
強
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
、
僕
達
が
啓
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
竹
内　

開
業
さ
れ
て
い
る
立
場
か
ら
の

ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
尾
松　

豊
岡
病
院
に
は
豊
岡
病
院
で
し 

か
出
来
な
い
医
療
を
最
優
先
し
て
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
救
急
患
者
、
重
症
患
者

な
ど
の
受
け
入
れ
や
入
院
機
能
の
充
実
で

す
。
そ
の
他
の
一
般
の
外
来
な
ど
は
あ
る

程
度
開
業
医
に
任
せ
れ
ば
勤
務
医
の
負
担

も
減
る
で
し
ょ
う
。

●
竹
内　

市
民
の
立
場
か
ら
医
療
は
ど
う

見
え
て
い
ま
す
か
。

●
友
田　

医
師
不
足
で
今
お
ら
れ
る
先
生

の
負
担
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
し
、
休
息
中
の
先
生
に
診
て
い
た
だ

く
の
は
心
苦
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

子
を
持
つ
親
と
し
て
は
、
夜
、
急
に
子
供

の
様
子
が
お
か
し
か
っ
た
り
、
熱
が
高

か
っ
た
り
す
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
く
不

安
で
す
。

●
石
田　

全
国
的
な
取
り
組
み
で
す
が
、

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
子
供
の
急
な
病
気
や
け
が
な

ど
で
対
応
に
困
っ
た
場
合
、
＃
8
0
0
0

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
看
護
師
さ
ん
ら
が
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
竹
内　

医
師
不
足
解
消
に
は
、
新
し
い

医
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
今
い
る
医
師
を

つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
あ
た

り
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
中
貝　

そ
こ
に
行
っ
た
ら
地
域
の
人
達

が
す
ご
く
感
謝
し
て
く
れ
る
、
地
域
の
一

員
に
も
な
れ
る
、
そ
し
て
研
修
に
も
行
け

て
自
分
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
出
来

る
。
一
見
派
手
で
は
な
い
で
す
が
、
医
師

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
地
域
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
竹
内　

最
後
に
な
り
ま
す
が
邉
見
院
長

に
本
日
の
感
想
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
邉
見　

医
療
の
高
度
化
、
女
性
医
師
の

増
加
、
訴
訟
の
増
加
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ

と
で
医
師
の
業
務
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
は
医
師
の
総
数
を
増
や
そ
う

と
は
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
自

分
た
ち
も
痛
み
を
受
容
す
る
、
お
金
を
出

す
、
あ
る
い
は
何
か
協
力
す
る
な
ど
の
気

概
が
市
民
の
側
に
な
け
れ
ば
、
地
域
医
療

は
守
れ
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。

●
竹
内　

市
民
・
行
政
・
病
院
・
開
業

医
、
皆
が
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗

り
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（2）職員の平均年齢及び平均給料の月額の状況
　  （平成19年4月1日現在）

人事行政の運営等の
状況を公表します

公立豊岡病院組合人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例第6条及び第7条の規定により、職員数、給与
等の概要を公表します。詳細な内容は11月末より公立
豊岡病院組合ホームページにて公表します。
（http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/）
※一部、平成19年4月1日現在の状況を公表しています。

平成18年度

※採用者の中に、再任用職員を含みます。

◎総括

（3）ラスパイレス指数（事務職）の状況

※人件費には、特別職、嘱託職員及び臨時職員に支給した報酬、賃金を含みます。

（1）人件費の状況（収益的支出決算）
区 分

平成18年度

支出額　A

18,586,634円

人件費　B

9,111,363千円

人件費比率（B/A）

49.0%

※「平均給料の月額」とは、平成19年4月1日現在における
　職種ごとの職員（一般職の職員で派遣職員を除く。）の基
　本給の平均です。（各種手当を含みません。）

医 師

区 分
平均給料月額

公 立 豊 岡 病 院 組 合

平 均 年 齢

看護師・准看護師

医 療 技 術 職

事 務 職

技 能 労 務 職

455,200円

309,400円

333,800円

376,400円

314,900円

40.9歳

38.9歳

41.4歳

49.0歳

44.8歳

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員
　の給与水準を表す指数です。

平成18年度 92.9

◎職員手当の状況（平成18年度の状況）
（1）期末手当、勤勉手当

区　　　分

加 算 措 置 の 状 況 職制上の段階、職務の級等による加算 職制上の段階、職務の級等による加算

公 立 豊 岡 病 院 組 合 国

1,645,400円 ̶

̶

支 給 割 合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

3.0月分 1.45月分 3.0月分 1.45月分

１人当り平均支給額

（2）退職手当

区　　　分
公 立 豊 岡 病 院 組 合 国

定年前早期退職の特例措置（2％～20％加算） 定年前早期退職の特例措置（2％～20％加算）

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20

2 5

3 0

勤 続

勤 続

勤 続

年

年

年

最 高 限 度 額

そ の 他 加 算 措 置

１人当り平均支給額

職 種 受験者数
（a）

合格者数
（ｂ）

合格率
（ｂ）/（a）

１． 職員の任免及び職員数に関する状況

２． 職員の給与の状況

（1）職員の採用・退職の状況
　  （期間は平成18年4月2日から平成19年4月1日）

（2）平成18年度に実施した職員採用試験の状況

職 種

医 師

看護師・准看護師

医療技術職

事 務 職

技能労務職

合 計

H18.4.1現在 期間内の退職者 期間内の採用者 H19.4.1現在

104人

608人

154人

105人

74人

1,045人

31人

31人

5人

6人

5人

78人

18人

39人

4人

3人

0人

64人

91人

616人

153人

102人

69人

1,031人

57人

44人

5人

7人

1人

3.7%

85.4%

20.0%

14.3%

100.0%

54人

41人

5人

7人

1人

2人

35人

1人

1人

1人

事 務 職

看 護 師

薬 剤 師

診療放射線技師

作 業 療 法 士

※1人当り平均支給額は、平成18年度（平成18年4月1日から平成19年3月31日）に退職した職員に支給した平均額です。

10,025,215円

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

申込者数
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給料月額

管 理 者 副 管 理 者

770,000円 667,000円 994,000円 922,000円

管 理 者 副 管 理 者

医師である者が医療業務に従事する場合

4.45月（6月期2.125月、12月期2.325月） 3.35月（6月期1.6月、12月期1.75月）期末手当

手 当 名 内 容 及 び 支 給 単 価 国

医師及び歯科医師のみ11%（平成19年度は12％）、
その他の職員は支給対象外

医師及び歯科医師については但馬地域は11%（平成19年度は12％）、
その他の職員は0%地 域 手 当

医師及び歯科医師　月額350,000円の範囲内 ※初任給調整手当として　月額306,900円の範囲内医師・歯科
医 師 手 当

・配偶者　13,000円
・配偶者以外の扶養親族　6,000円
・15歳に達する日後の最初の4月1日から22歳に達する日以降の最初
　の3月31日までにある子は5,000円加算

国と同じ扶 養 手 当

・借家＝家賃に応じて27,000円を限度に支給
　(家賃12,000円を超える場合に限る)
・自宅＝2,500円

・借家＝国と同じ
・自宅＝3,500円住 居 手 当

・交通機関利用の場合＝運賃相当額が55,000円以下は運賃相当額
・自動車等利用の場合＝使用距離に応じて2,000円～24,500円を支給

・交通機関利用の場合＝国と同じ
・自動車等利用の場合＝使用距離に応じて4,100円
　～36,200円を支給

通 勤 手 当

・管理又は監督の地位にある職員のうち、規則で指定する職員
　特別調整額表に定める額（俸給月額の25％を超えない範囲）

・管理又は監督の地位にある職員のうち、規則で
　指定する職員給料の月額の8%～25%管理職手当

◎常勤特別職の報酬等の状況
　給料、期末手当の状況(平成18年4月1日現在)

月曜日から金曜日まで週40時間（1）勤務時間
午前8時30分～午後5時15分（8時間）
午後0時15分～午後1時00分（2）休憩時間
公務に支障のない限り、所定の勤務時間4時間につき15分（3）休息時間
土曜日・日曜日（4）週 休 日
①国民の休日 ②年末年始（12月29日～1月3日）③国家的な行事が行われる日など、別に定める日（5）休　　日

③特別休暇（有給）　　※下記の表を参照
④介護休暇（無給）

　※(1)から(5)までは非交代勤務の場合です。

②病気休暇（有給） ・公務上の負傷又は病気の場合　　　　その療養に必要と認められる期間
・結核性疾患又は精神障害の場合　　　2年の範囲内で必要と認められる期間
・その他の負傷又は病気の場合　　　　120日の範囲内において、その療養に必要と認められた期間

①年次休暇（有給）　　 1暦年につき20日　採用された年だけは、その採用の月により2日から20日

⑥育児部分休業（取得時間分減額）
⑤育児休業（無給）

（6）休 暇 等

※特別休暇の概要
区 分 ( 通 称 )

結 婚 休 暇

産前、産後休暇

配偶者の出産休暇

育 児 時 間

生 理 休 暇

夏 季 休 暇

妊産婦通院休暇

内 容

連続する5日以内で必要とする日数

出産予定日8週間(多胎妊娠14週間)前から産後8週間

規則で定める期間内に2日

生後満1年に達しない生児を育てる場合の育児時間　1日に2回　各30分

生理のため勤務が著しく困難である場合　1回について2日以内で必要とする日数

7月から9月までの間に3日

リフレッシュ休暇 勤続年数が20年、30年に達した場合、規則に定める期間内に3日

ボランティア休暇

子の看護休暇

忌 引 休 暇

1暦年において5日以内

1暦年において5日以内

続柄によって連続する7日以内

妊娠中又は出産後1年以内に母子保健法に規定する保健指導又は健康診査を受ける場合
　　①妊娠7ヶ月まで　4週間に1回　②妊娠8ヶ月～9ヶ月　2週間に1回
　　③妊娠10ヶ月から分娩まで　1週間に1回　④産後1年まで　その間に1回　
※1回に与えることのできる時間は、それぞれ1日の正規の勤務時間の範囲内で半日又は1日
※1ヶ月は28日

(1)分限処分者数(平成18年度)

(2)懲戒処分者(平成18年度)

■お問い合わせ先：公立豊岡病院組合　総務部人事課
(電話0796-22-6111代表)

件 数

件 数

0 件

1 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

事 由

事 由区 分

免 職

停 職

減 給

戒 告

区 分

免 職

休 職

降 任

降 給

大学院在籍

(3)その他主な手当

４．職員の分限及び
　　懲戒処分の状況

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
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平
成
十
八
年
度
の
決
算
は
、
収
益
的
収

支
の
収
入
総
額
が
一
七
一
億
六
八
百
万

円
、
支
出
総
額
は
一
八
五
億
八
七
百
万
円

で
、
差
引
収
支
で
は
、
一
四
億
一
九
百
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
の
主
な
増
減
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
収
入
で
は
、
①
深
刻
化
す
る

医
師
不
足
の
影
響
で
医
師
が
欠
員
と
な
り

各
病
院
で
患
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
、
②
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が

あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
大
き
く
収
入
を
落

と
し
ま
し
た
が
、
③
旧
豊
岡
病
院
跡
地
売

却
に
よ
る
特
別
利
益
の
影
響
が
大
き
く
、

収
入
全
体
と
し
て
は
前
年
度
と
比
べ
て
六

億
六
六
百
万
円
（
四
・
〇
％
）
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
①
給
与
改
定
に
よ
り
給
与

費
が
減
っ
た
こ
と
、
②
前
年
度
の
支
出
に

計
上
し
て
い
た
旧
施
設
の
除
却
損
が
無
く

な
っ
た
こ
と
、
③
患
者
数
減
に
よ
っ
て
材

料
費
・
経
費
な
ど
が
減
っ
た
こ
と
、
な
ど

で
前
年
度
と
比
べ
て
一
四
億
二
一
百
万
円

（
七
・
一
％
）
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
総
額

が
一
二
億
二
五
百
万
円
、
支
出
総
額
は
三
一

億
三
六
百
万
円
で
、
差
引
で
は
、
一
九
億
一

一
百
万
円
の
収
支
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
八
年
度
の
主
な
医
療
器
械
な
ど

へ
の
投
資
は
、
豊
岡
病
院
は
バ
ー
チ
ャ
ル

ス
ラ
イ
ド
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
日
高
病
院
は
光
線
治
療
半
導
体
レ
ー

ザ
ー
装
置
な
ど
、
出
石
病
院
は
超
音
波
診

断
装
置
な
ど
、
梁
瀬
病
院
は
超
音
波
洗
浄

装
置
な
ど
、
和
田
山
病
院
は
高
圧
蒸
気
滅

菌
装
置
な
ど
、
器
械
備
品
費
合
計
で
二
億

四
〇
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
含

み
、
二
億
七
九
百
万
円
の
資
金
を
投
入
し

て
、
医
療
水
準
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て

「外科」の外来診療枠が減ります 豊岡病院からお知らせ

「外科」外来診療担当表（11月19日から） ※２診（予約のみ）は変更ありません。

月 火 水 木 金

１　診 ○
記　井

×
休　診

○
金　子

○
記　井

×
休　診

　今般、11月末日付で外科医師1名が退職することにより、11月19日の週から外来診療（1
診）を現在の週5日から週3日に変更いたしますのでお知らせいたします。
　患者様や地域の皆様には、しばらくの間、ご不便とご迷惑をおかけいたしますが、是非
ともご理解とご協力をお願いいたします。

○平成18年度公立豊岡病院組合事業会計決算 （単位：百万円）

計

資本的収支

収　

益　

的　

収　

支

△704

△2,876

△455

△362

△71

△70

57

3

△246

△201

△1,419

△3,506

△1,911

△871

支　　出

12,678

13,814

2,529

2,619

841

859

776

755

1,763

1,961

18,587

20,008

3,136

2,299

収　　入

11,974

10,938

2,074

2,257

770

789

833

758

1,517

1,760

17,168

16,502

1,225

1,428

年 度

H18

H17

H18

H17

H18

H17

H18

H17

H18

H17

H18

H17

H18

H17

豊 岡 病 院

日 高 病 院

出 石 病 院

梁 瀬 病 院

和田山病院

計

給与費
9,111百万円
（49.02％）

材料費
3,600百万円
（19.37％）

　経費
1,838百万円
（9.89％）

減価償却
1,482百万円
（7.97％）

繰延勘定償却
812百万円
（4.37％）

その他特別損失
721百万円
（3.88％）

支払利息
578百万円
（3.11％）

その他
444百万円
（2.39％）

平成18年度
支出総額の内訳

18,586百万円
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●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断使用・無断転載は禁じます。

　編集後記ではいつも編集委員が勝手なことを書かせていただいています。
今年は地区の秋祭り当番をおおせつかり、餅まきの準備やら祭り飾りの準備やらで大忙しでした。祭り
当日には、神事にも参加させていただき貴重な体験をしましたが、疲れからか風邪をひいてしまいまし
た。今年の風邪はしつこいようです。皆様もお気をつけ下さい。　　　　　　　　　   《編集委員　Y 》

お世話になりました。(平成19年9月2日～9月30日)今回は新任者はありません。
(平成19年10月1日まで)

異動医師紹介
10月1日
10月1日
10月1日

朝来和田山医療センターへ
朝来和田山医療センターへ
豊岡病院へ

組合内病院での医師の異動をお知らせします。

小松　素明
守本　明枝
日野　拓耶

梁瀬病院　内科　岡本静子

（朝来梁瀬医療センター）
（朝来梁瀬医療センター）
（朝来和田山医療センター）

　

兵
庫
県
で
は
、
保
護
者
の
方
向
け
の
電
話
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
急
な
病

気
、
け
が
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
が

良
い
か
な
ど
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
看
護
師
ら
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

　

左
の
電
話
番
号
を
メ
モ
し
て
お
く
か
、
携
帯

電
話
に
登
録
す
る
な
ど
も
し
も
の
時
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
タ
バ
コ
・
薬
品
・
洗
剤
等
を
誤
っ

て
口
に
入
れ
た
ら････

。
そ
ん
な
時
に
無
料

で
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
処
置
や
受
診
の
必
要

性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
日
本
中
毒
情
報

セ
ン
タ
ー
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も

の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

ご
存
知
で
す
か
？
＃
８
０
０
０
番

も
し
も
の
時
に
・・・

電
話
で
入
手
で
き
る
中
毒
情
報

－兵庫県小児救急医療電話相談－
◎市外局番が06・072以外のプッシュ回線の方

  #  8  0  0  0

《相談時間》
　平日、土曜日　　　　　　　午後6：00～午後10：00
　日曜日、祝日及び年末年始　午前9：00～午後10：00

◎市外局番が06・072、ダイヤル回線、ＩＰ電話の方

(078)731-8899
ははきゅうきゅう

－中毒110番電話番号－
◎大阪（365日24時間対応）

※下記の点を分かる範囲で伝えてください。
　・患者の年齢、体重、性別
　・何をいつどのように口に入れたか（商品名･薬品名など）
　・症状の有無と出現している症状
　・すでに行われた処置の有無と内容

◎つくば（365日9時～21時対応）

(029)852-9999

(072)727-2499




